　６月１日(月)１０:００～１１:３０、泉佐野市社会福祉センター２階大会議室にて、第２回児童発達支援センター主催研修会を開催しました。
講師には、梅花女子大学より、心理こども学部心理学科教授の伊丹昌一先生に来ていただき、『発達障害のある子の性教育について』をテーマに、ご講演をいただきました。

　伊丹先生は、講演の冒頭で、「発達障害とは、こども自身が障害を持っているのではなく、理解されないことで障害となっている状態のこと。こどもの傍にいる大人が、こども本人のことを理解し、環境調整や必要な対応をし、障害にしないための支援をしていきましょう。」と、保護者・支援者と立場の違いはあっても、こどもに関わるうえで前提となる心構えを話してくださいました。
　また、「あきらめずに向き合い続けることの大切さ」を繰り返しお伝えいただきながら、こどもたちが自分で性的自己決定をしていくために、こどもへの褒め方や共感の仕方、人との距離感、排泄・トイレの指導をはじめとして身体の清潔を保つことの大切さを伝えることなど、性に関する指導だけではなく日頃からこどもたちと関わるうえでも大切にするべきことを、非常に具体的なエピソードや対応も交えながら、お話しいただきました。
　参加者からは「得意を見ること、小さな変化を認めること、肯定すること、幸せな未来を描くこと…が改めて大事だなと再認識できました。」「あきらめずにこどもに向き合い続けることの大切さを学びました。」「『未来はまだ起きていない。明るい未来をイメージしてこどもと向き合おう。』という先生のお言葉にグッときました。今の自分は頑張っているんだと信じて、子育てをしていきたいと思います。」など、非常に多くの、また前向きで力強い感想が寄せられました。

今回の研修は、支援者と保護者が共に学ぶ機会として設定し、当日は保護者の方が４３名、支援者の方が４３名、合計で８６名と、非常に多くの方にご参加いただいた研修となりました。
泉佐野市立児童発達支援センターでは、今回のような支援者と保護者が共に学ぶ機会をはじめとして、様々な学びの機会を考えていきたいと思います。
[image: ][image: ]
image1.png




image2.png




